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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 5月 30日 (2005.5.30)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 （ ａ ） 下 地 基 板 の 上 に 第 １ の 絶 縁 材 料 か ら な る 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 （ ｂ ） 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 の 上 に 、 前 記 第 １ の 絶 縁 材 料 と は 異 な る 第 ２ の 絶 縁 材 料 か ら な
る 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 （ ｃ ） 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 及 び 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 に 、 少 な く と も 該 第 １ の 絶 縁 膜 の 途 中 ま
で 達 す る 凹 部 を 形 成 す る 工 程 と 、
　 （ ｄ ） 前 記 凹 部 内 を 埋 め 込 む よ う に 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の 上 に 、 導 電 材 料 か ら な る 配 線
層 を 堆 積 さ せ る 工 程 と 、
　 （ ｅ ） 前 記 配 線 層 を 研 磨 し て 、 前 記 凹 部 内 に 該 配 線 層 を 残 す 工 程 と 、
　 （ ｆ ） 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 が 露 出 す る ま で 前 記 配 線 層 及 び 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 を 研 磨 す る 工
程 と
を 有

半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 工 程 （ ｅ ） に お い て 、 前 記 配 線 層 の 研 磨 速 度 が 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の 研 磨 速 度 よ り も
速 い 条 件 で 、 前 記 配 線 層 を 研 磨 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 工 程 （ ｆ ） に お い て 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の 研 磨 速 度 が 前 記 配 線 層 の 研 磨 速 度 よ り も
速 い 条 件 で 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 が 露 出 す る ま で 前 記 配 線 層 及 び 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 を 研 磨 す
る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 の 表 面 が 疎 水 性 で あ る 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 の
製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 工 程 （ ａ ） が 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 前 に 、 前 記 下 地 基 板 の 上 に 、 前 記 第 １
の 絶 縁 膜 よ り も 誘 電 率 の 低 い 有 機 絶 縁 材 料 ま た は 多 孔 質 絶 縁 材 料 か ら な る 第 ３ の 絶 縁 膜 を
形 成 す る 工 程 を 含 み 、 該 第 ３ の 絶 縁 膜 の 上 に 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 工 程 （ ｃ ） に お い て 、 少 な く と も 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 の 途 中 ま で 達 す る 前 記 凹 部 を 形 成
す る 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。

し 、 前 記 工 程 （ ｅ ） に お い て 、 前 記 配 線 層 の 表 面 に 現 れ る デ ィ ッ シ ン グ の 最 深 部 が 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の 底 面 よ り も 高 い 状 態 で 、 研 磨 を 終 了 す る
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【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 絶 縁 材 料 が 、 Ｓ ｉ Ｃ 、 Ｓ ｉ Ｏ Ｃ 、 及 び Ｓ ｉ Ｏ Ｃ Ｈ か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ た
一 つ の 材 料 で あ る 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 第 ２ の 絶 縁 材 料 が 酸 化 シ リ コ ン で あ る 請 求 項 の い ず れ か に 記 載 の 半 導 体 装 置
の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 一 観 点 に よ る と 、 （ ａ ） 下 地 基 板 の 上 に 第 １ の 絶 縁 材 料 か ら な る 第 １ の 絶 縁 膜
を 形 成 す る 工 程 と 、 （ ｂ ） 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 の 上 に 、 前 記 第 １ の 絶 縁 材 料 と は 異 な る 第 ２
の 絶 縁 材 料 か ら な る 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 と 、 （ ｃ ） 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 及 び 前 記 第
１ の 絶 縁 膜 に 、 少 な く と も 該 第 １ の 絶 縁 膜 の 途 中 ま で 達 す る 凹 部 を 形 成 す る 工 程 と 、 （ ｄ
） 前 記 凹 部 内 を 埋 め 込 む よ う に 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の 上 に 、 導 電 材 料 か ら な る 配 線 層 を 堆
積 さ せ る 工 程 と 、 （ ｅ ） 前 記 配 線 層 を 研 磨 し て 、 前 記 凹 部 内 に 該 配 線 層 を 残 す 工 程 と 、 （
ｆ ） 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 が 露 出 す る ま で 前 記 配 線 層 及 び 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 を 研 磨 す る 工 程 と
を 有

半 導 体 装 置 の 製 造 方 法 が 提 供
さ れ る 。
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し 、 前 記 工 程 （ ｅ ） に お い て 、 前 記 配 線 層 の 表 面 に 現 れ る デ ィ ッ シ ン グ の 最 深 部 が 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 の 底 面 よ り も 高 い 状 態 で 、 研 磨 を 終 了 す る
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